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7 月 6 日（土）、済生会熊本病院 外来がん治療センター コンベンションホールを
お借りし、第 10 回とうや病院グループ医療福祉研究発表会を開催致しました。
この会は１年に１度、当グループ各事業所より 研究の成果や症例報告、業務改善・
報告等を発表するもので、グループ職員 246 名が参加しました。
今回は、居宅介護支援事業所の 2事業所と地域交流推進室の活動報告、そして各
事業所から計 10 演題の発表がありました。他部署・他事業所の取り組みを知り、
互いに刺激し合えるとても有意義な場となっています。

また今回は第 10 回ということで、
特別講演として大阪の社会医療法人
ペガサス  理事長  馬場武彦先生（日
本医療法人協会副会長・厚生労働省 
医師の働き方改革の推進に関する検
討会 構成員）に「社会医療法人ペガ
サスにおける地域包括ケアシステム
の取り組み」と題してお話ししてい
ただきました。救急医療、地域連携、
継続ケアを柱に様々な取り組みをご
紹介いただき、とても貴重な時間を
過ごすことができました。
発表して終わるのでなく、今後も継
続しさらなる進化を目指し、励んで
いきたいと思います。

演題

平成とうや病院　リハビリテーション部　

（理学療法士）

水前寺とうや病院 看護部　　　　　　　

（看護師）

水前寺とうや病院　リハビリテーション部

（作業療法士）

平成とうや病院　看護部　　　　　　　　

（看護師）

平成とうや病院　事務部 情報管理課　　

（情報システム担当）

水前寺とうや病院　栄養部　　　　　　　

（管理栄養士）

平成とうや病院　栄養部　　　　　　　　

（管理栄養士）

シルバーピア水前寺　療養部　　　　　　

（介護福祉士）

シルバーピアグランド通り　入居部　　　

（介護福祉士）

シルバーピアさくら樹　入居部　　　　　

（介護福祉士）

１　個別運動療法と集団運動療法による疾患群別ADLの改善効果

２　認知症患者への日中活動強化が睡眠に与える影響

３　チーム連携によりポジショニングの統一で　　　　　　　　

シームレスな苦痛緩和が図れた症例

４　回復期病棟における集団レクリエーションの取り組み

５　電子カルテ導入に伴うデータ取り扱いの変化

６　入院中の体重減少が自宅復帰に及ぼす影響と　　　　　　　

体重減少の一因として考えられたミキサー食の改良について

７　進化する病院食、私たちの３年間

８　認知症とタッチセラピー

９　自立（律）支援に向けた転倒対策を目指して　　　　　　　　

～安易なセンサー使用による弊害～

10 みんなで健康になろう～ヘルスアップさくら樹

とうや病院グループ
医療福祉研究発表会医療福祉研究発表会

第10回

馬場武彦先生
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教えて！

ドクター

立石  秀彦

びちゅうかくわんきょくしょう

や
病
や
うう
や

と
う
や

と
寺
と
寺
と

水水水

石
立立立立立

彦

水
前
寺
と
う
や
病
院

立
石 

秀
彦

呼呼
吸
器
内
科
医
長 

兼 
地
域
医
療
連
携
部
副
部
長

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
は睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

肥
満
、
扁
桃
肥
大
、
巨
舌
、
鼻
炎
、
鼻
中
隔
弯
曲
、
小
顎
症

な
ど
が
原
因
で
、
空
気
の
通
り
道
で
あ
る
上
気
道
が
狭
く
な

る
こ
と
に
よ
り
、
睡
眠
中
に
無
呼
吸
を
繰
り
返
し
様
々
な
合

併
症
を
起
こ
す
病
気
で
す
。
患
者
様
の
数
は
、
成
人
男
性
の

約
３
～
７
％(

半
数
が
40
～
50
歳
代
の
働
き
盛
り)

、
女
性

の
約
２
～
５
％(

閉
経
後
に
増
加)

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

検
査
と
治
療

最
も
多
い
症
状
は
「
い
び
き
」
で
あ
り
、
そ
の
他
に
、「
日

中
の
眠
気
」、「
起
床
時
の
頭
痛
」
な
ど
を
認
め
ま
す
。

特
に
「
日
中
の
眠
気
」
は
作
業
効
率
の
低
下
や
居
眠
り

運
転
に
関
与
し
、
交
通
事
故
や
労
働
災
害
の
原
因
に
な
っ

て
い
ま
す
。

Ａ
Ｈ
Ｉ
が
40
未
満
で
精
密
検
査
（
Ｐ
Ｓ
Ｇ
検
査
）
が
必
要
と

判
断
す
れ
ば
、
施
行
可
能
な
医
療
機
関
を
御
紹
介
致
し
ま
す
。

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
患
者
様
は
、
高
血
圧
、
脳
卒
中
、

心
筋
梗
塞
な
ど
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
健
常
人
と
比
較
し

約
３
～
４
倍
高
く
な
り
、
特
に
Ａ
Ｈ
Ｉ
30
以
上
の
重
症
例
で

は
心
血
管
系
疾
患
発
症
の
危
険
性
が
約
５
倍
に
も
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
治
療
に
て
健
常
人
と

同
等
ま
で
死
亡
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

お
り
、
早
め
の
治
療
が
肝
心
で
す
。

舌 軟口蓋

舌 軟口蓋

鼻炎 ・鼻中隔弯曲症など

舌根沈下

首周りの脂肪

顎が小さい

舌が大きい

扁桃肥大

軟口蓋下垂

咽頭扁桃肥大
アデノイド

閉塞

問診・日中の眠気の検査

ポリソムノグラフィー（PSG検査）
（１泊）

簡易検査（自宅または入院）

診断・治療

その他の治療

・口腔内装置

・手術

CPAP 治療

AHI が 40未満

AHI が 20以上

AHI が 40以上で、
眠気など SASの
症状が明らかな場合

当
院
で
は
簡
易
検
査
を
行
っ
て
お
り
、
血
液
中
の
酸
素

状
態
、
脈
拍
数
、
呼
吸
の
状
態
な
ど
を
測
定
す
る
機
器

を
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
検
査
し
て
頂
き
ま
す
。
装
着
は

非
常
に
簡
単
で
、
検
査
結
果
は
Ａ
Ｈ
Ｉ（
無
呼
吸
低
呼
吸

指
数
）
と
い
う
数
値
で
表
さ
れ
、
一
晩
の
睡
眠
を
通
し

て
１
時
間
あ
た
り
の
無
呼
吸
や
低
呼
吸
の
頻
度
を
も
と

に
診
断
し
ま
す
。

Ａ
Ｈ
Ｉ
が
40
以
上
で
眠
気
な
ど
の
症
状
が
明
ら
か
な
場

合
は
、Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
療
法(

持
続
陽
圧
呼
吸
療
法
）
と
い
う
、

機
械
で
圧
力
を
か
け
た
空
気
を
鼻
か
ら
気
道
に
送
り
込

み
、
気
道
を
広
げ
て
睡
眠
中
の
無
呼
吸
を
防
止
す
る
機

械
に
よ
る
治
療
法
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

少
し
で
も
気
に
な
る
方
は
、
ま
ず
は
気
軽
に
相
談
を
。
是
非

と
も
当
院
外
来
を
受
診
し
て
下
さ
い
。

正常

Ｓ
Ａ
Ｓ
：
Sleep Apnea Syndrom

e
Ｓ
Ａ
Ｓ
：
Sleep Apnea Syndrom

e
Ｓ
Ａ
Ｓ
：
Sleep Apnea Syndrom

e
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65
夏の不眠と睡眠薬

医療法人清

ここ数年、真夏日（30度以上）はもはや当たり前で、猛暑日（35度以上）になることも珍しくあり

ませんね。夜になってもなかなか気温が下がらず熱帯夜（25度以上）となり、寝付けない・途中で

目が覚める、という方も多くなる季節です。睡眠不足になると、疲れが取れにくくなり、血圧が

上がる・頭痛がするなど、体の不調を感じることも多くなります。エアコンや扇風機を利用したり、

寝苦しさを和らげる冷感シーツなどに寝具を変えてみたりなどすると、幾分かよくなることもあ

りますね。それでも改善しない場合、睡眠薬を飲むこともあるかもしれません。普段睡眠薬を飲

まない方も、とん服で飲む機会が増えるのもこの季節です。

というわけで、今回は睡眠薬に関してよく聞かれる質問について、簡単にお答えしたいと思います。

医師の指示を守って、上手

に睡眠薬と付き合っていき

ましょう。

わからないことや不安なこ

とはいつでも薬剤師にご相

談くださいね。

水前寺とうや病院　薬剤師　村越 有祐美水前寺とうや病院　薬剤師　村越 有祐美水前寺とうや病院  薬剤師　村越 有祐美

病
院
を
受
診
す
る
と
、
医
師
の
判

断
で
、
睡
眠
薬
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
る
こ
と
で
寝
つ
き
を
補
助
し
て
く
れ
る

お
薬
が
処
方
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
時
的
な
不
眠
で
あ
れ
ば
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
で
補
助
的
な
お
薬
を
購
入
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
薬
剤
師
や
登
録
販

売
者
に
相
談
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
際
に
は
今
他
に
飲
ん
で
い
る
お
薬
の

内
容
を
き
ち
ん
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

Q
睡
眠
薬
を
飲
ん
で
み
た
い
が

ど
う
す
れ
ば
い
い
？

Q
病
院
で
も
ら
え
る
睡
眠
薬
と

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
購
入
で
き
る

お
薬
は
ど
う
違
う
？

風
邪
薬
な
ど
で
眠
気
が
く
る
副
作

用
を
経
験
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
そ
の
副
作
用
を
利
用
し
て
眠
気
を

誘
い
、
寝
つ
け
る
よ
う
に
す
る
の
が
、
一

般
的
に
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
〝
睡
眠
改
善

薬
〟
と
呼
ば
れ
る
お
薬
で
す
。
純
粋
な
睡

眠
薬
に
比
べ
て
寝
付
く
作
用
は
マ
イ
ル
ド

な
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
体
の
だ
る
さ
な

ど
翌
日
に
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

他
に
、
気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く

れ
る
生
薬
由
来
の
お
薬
や
、
眠
り
を
補
助

す
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

最
近
は
Ｃ
Ｍ
や
広
告
で
目
に
す
る
こ
と
も

多
い
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
補
助

的
な
も
の
で
体
質
改
善
を
ね
ら
っ
た
も
の

で
す
。

睡
眠
薬
を
一
度
飲
む
と

や
め
ら
れ
な
く
な
る
の
？

医
師
が
処
方
し
た
と
お
り
の
量

を
守
っ
て
必
要
以
上
に
服
用
し

な
け
れ
ば
そ
の
よ
う
な
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
最
近
は
依
存
性
の

な
い
お
薬
も
あ
り
ま
す
の
で
そ
ち
ら

を
服
用
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

翌
朝
に
眠
気
が
残
っ
た
り

ふ
ら
ふ
ら
し
た
り
す
る
の

で
す
が…

？

お
薬
が
翌
日
ま
で
体
に
残
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
作

用
の
短
い
も
の
や
、
ふ
ら
つ
き
の
出

に
く
い
も
の
に
変
更
す
る
な
ど
で
き

ま
す
の
で
、
医
師
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

睡
眠
薬
を
飲
む
前
に

間
食
し
て
も
い
い
の
？

お
薬
に
よ
っ
て
は
、
間
食
す
る

こ
と
で
効
果
が
落
ち
た
り
、
効

果
に
バ
ラ
つ
き
が
出
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
間
食
す
る
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
飲
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
薬
剤
師

に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
一
緒
に

飲
ん
で
も
い
い
の
？

ア
ル
コ
ー
ル
と
の
併
用
は
や
め
て

く
だ
さ
い
。
お
薬
の
作
用
が
強
く

出
す
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

睡
眠
薬
は
い
つ
飲
め
ば
い
い
の
？

昔
か
ら
あ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
睡

眠
薬
は
、
寝
つ
き
を
良
く
す
る
作

用
が
あ
り
ま
す
。
効
果
が
速
や
か
な
の
で

一
般
的
に
は
寝
る
直
前
に
飲
み
ま
す
。
ト

イ
レ
も
済
ま
せ
て
、
テ
レ
ビ
も
消
し
て
、

服
用
し
て
す
ぐ
床
に
就
き
ま
し
ょ
う
。

他
に
、
眠
り
を
長
続
き
さ
せ
て
起
き
な
い

よ
う
に
す
る
お
薬
や
、
ホ
ル
モ
ン
に
作
用

し
体
内
時
計
を
整
え
て
自
然
に
眠
れ
る
よ

う
に
し
て
く
れ
る
お
薬
も
あ
り
ま
す
。
効

果
ま
で
時
間
が
か
か
る
の
で
医
師
と
飲
む

タ
イ
ミ
ン
グ
を
相
談
し
て
決
め
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

QQ Q

QQ

AA

AAA

AA

最高気温 最高気温

最低気温
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４
病
棟
で
は
、
夜
間
に
目
覚
め
、
昼
間
ウ
ト
ウ
ト
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
た
め
、
「
生
活
の
リ
ズ
ム
を
し
っ
か
り
と

整
え
た
い
」
と
い
う
想
い
が
あ
り
、
平
成
31
年
４
月
よ
り
患
者
さ
ま

の
生
活
リ
ズ
ム
を
作
り
、
体
力
の
維
持
向
上
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
リ
ハ
ビ
リ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
看
護
師
、
ケ
ア

ワ
ー
カ
ー
で
す
。
内
容
は
体
操
、
風
船
バ
レ
ー
、
輪
投
げ
な
ど
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
毎
日
15
時
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
始
め
て
ま
だ
間
も
な
い
で

す
が
、
患
者
さ
ま
や
ご
家
族
か
ら
は

好
評
を
頂
い
て
お
り
、
患
者
さ
ま
同

士
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
開
催
時
間
や
内
容
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
今
後
も
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

看
護
部
通
信

看
護
部
通
信

看
護
部
通
信

看
護
部
通
信

看
護
部
通
信

４
病
棟
活
動
紹
介

離
床
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
始
め
ま
し
た

想
い
に
寄
り
添
う

当
院
に
長
期
的
に
入
院
さ
れ
て
い
る

患
者
さ
ま
の
外
出
に
同
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

水
前
寺
と
う
や
病
院

水
前
寺
と
う
や
病
院
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司
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司
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に
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望
さ
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て
い
ま
し

り
、
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と
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出
を
希
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さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
様
々
な
ハ
ー
ド
ル
や
リ
ス
ク
が
あ

た
が
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様
々
な
ハ
ー
ド
ル
や
リ
ス
ク
が
あ

り
、
今
ま
で
行
え
て
い
ま
せ
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で
し
た
。

り
、
今
ま
で
行
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
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者
さ
ま
の
願
い
を
実
現
さ
せ

し
か
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の
願
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現
さ
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う
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に
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れ
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検
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検
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の
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。
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入
る
ま
で
に
３
段
程
度
の
階

　

ご
自
宅
に
入
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、
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ド
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司
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「
ご
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お
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司
を
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こ
と
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も
無
事
に
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れ
ま
し
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こ
と
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。
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を
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を
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さ
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さ
れ
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き
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を
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感
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こ
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実
感

で
き
ま
し
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。
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ご
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も
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一
度
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」
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う
想
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を
持
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て
お

り
、
ず
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を
希
望
さ
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て
い
ま
し

た
が
、
様
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な
ハ
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ド
ル
や
リ
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ク
が
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今
ま
で
行
え
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い
ま
せ
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で
し
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。

し
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し
、
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さ
ま
の
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実
現
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せ
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ハ
ビ
リ
魂
に
後
押
し
さ
れ
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種
で
検
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を
重
ね
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の
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副
院
長
と
リ
ハ
ビ

リ
ス
タ
ッ
フ
が
実
際
に
ご
自
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。
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入
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段
な
ど
の
ハ
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は
あ
り
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し
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が
、

ご
本
人
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ご
家
族
と
も
に
終
始
笑
顔
で
、

曾
孫
さ
ん
を
抱
っ
こ
さ
れ
た
り
、
目
標
だ
っ

た
「
ご
家
族
で
食
卓
を
囲
み
お
寿
司
を
食

べ
る
こ
と
」
も
無
事
に
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
外
出
中
は
、
入
院
前
の
趣
味
だ
っ

た
カ
メ
ラ
や
プ
ラ
モ
デ
ル
の
作
成
を
再
び

行
い
た
い
な
ど
の
新
し
い
目
標
を
話
さ
れ

る
な
ど
前
向
き
な
発
言
も
多
く
、
ご
本
人

の
意
欲
が
大
き
く
向
上
し
た
こ
と
を
実
感

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
外
出
を
行
う
ま
で
は
、
患
者
さ

　

今
回
、
外
出
を
行
う
ま
で
は
、
患
者
さ

ま
自
身
の
た
め
に
外
出
を
行
う
こ
と
が
プ

ま
自
身
の
た
め
に
外
出
を
行
う
こ
と
が
プ

ラ
ス
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

ラ
ス
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
上
に
、
ご
家
族
が
終
始
ご
本
人
に
付

れ
以
上
に
、
ご
家
族
が
終
始
ご
本
人
に
付

き
添
わ
れ
て
お
り
、
常
に
気
に
か
け
て
い

き
添
わ
れ
て
お
り
、
常
に
気
に
か
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
や
、
昔
の
思
い
出
や

ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
や
、
昔
の
思
い
出
や

今
後
の
目
標
な
ど
を
お
話
し
さ
れ
て
い
た

今
後
の
目
標
な
ど
を
お
話
し
さ
れ
て
い
た

の
が
と
て
も
印
象
的
で
、
ご
家
族
に
と
っ

の
が
と
て
も
印
象
的
で
、
ご
家
族
に
と
っ

て
も
今
回
の
外
出
は
、
と
て
も
良
い
影
響

て
も
今
回
の
外
出
は
、
と
て
も
良
い
影
響

を
与
え
る
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

を
与
え
る
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
回
は
、
様
々
な
条
件
が
整
い
自
宅
に

　

今
回
は
、
様
々
な
条
件
が
整
い
自
宅
に

外
出
を
行
う
こ
と
が
出
来
、
今
後
も
長
期

外
出
を
行
う
こ
と
が
出
来
、
今
後
も
長
期

ご
入
院
中
で
も
外
出
を
希
望
さ
れ
て
い
る

ご
入
院
中
で
も
外
出
を
希
望
さ
れ
て
い
る

方
に
対
し
て
は
、
可
能
な
限
り
多
職
種
で

方
に
対
し
て
は
、
可
能
な
限
り
多
職
種
で

協
力
し
手
段
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

協
力
し
手
段
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
外
出
を
行
う
ま
で
は
、
患
者
さ

ま
自
身
の
た
め
に
外
出
を
行
う
こ
と
が
プ

ラ
ス
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
上
に
、
ご
家
族
が
終
始
ご
本
人
に
付

き
添
わ
れ
て
お
り
、
常
に
気
に
か
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
や
、
昔
の
思
い
出
や

今
後
の
目
標
な
ど
を
お
話
し
さ
れ
て
い
た

の
が
と
て
も
印
象
的
で
、
ご
家
族
に
と
っ

て
も
今
回
の
外
出
は
、
と
て
も
良
い
影
響

を
与
え
る
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
回
は
、
様
々
な
条
件
が
整
い
自
宅
に

外
出
を
行
う
こ
と
が
出
来
、
今
後
も
長
期

ご
入
院
中
で
も
外
出
を
希
望
さ
れ
て
い
る

方
に
対
し
て
は
、
可
能
な
限
り
多
職
種
で

協
力
し
手
段
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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1人分 380kcal
たんぱく質16.9g　　脂質17.4ｇ　　塩分0.8g

最
近
人
気
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ

水前寺とうや病院で

毎月開催している

土曜健康サロンの

内容を連載しています

○
ド
ラ
キ
ュ
ラ
伯
爵
の
若
返
る
術

第
49
回夏

の
風
物
詩
と
言
え
ば
、
花
火
、
風
鈴
、
朝
顔
な
ど
で
し
ょ

う
か
？
僕
は
ど
う
も
苦
手
で
す
が
、
怪
談
話
や
お
化
け
屋
敷
も

夏
に
な
る
と
話
題
に
上
り
、
小
学
生
時
分
に
は
肝
試
し
な
る
も
の

が
あ
り
、
セ
ピ
ア
色
の
懐
か
し
い
記
憶
で
も
あ
り
ま
す
。
昨
今
で

は
安
全
上
の
問
題
か
？
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
た
た
め
か
？
あ

ま
り
耳
に
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

怪
談
話
と
言
え
ば
、
日
本
で
は
幽
霊
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、

海
外
ス
タ
ー
は
吸
血
鬼〝
ド
ラ
キ
ュ
ラ
伯
爵
〞で
し
ょ
う
か
？
吸
血

鬼
は
英
語
で
は
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ヤ（Vam
pire

）と
な
り
、
ド
ラ
キ
ュ

ラ
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
作
家
、
ブ
ラ
ム
・
ス
ト
ー
カ
ー
の
恐
怖
小

説『
吸
血
鬼
ド
ラ
キ
ュ
ラ
』（
１
８
９
７
年
）に
登
場
す
る
伯
爵
の

名
前
で
す
。
彼
は
夜
な
夜
な
人
の
生
き
血
を
吸
っ
て
初
老
の
男
性

か
ら
若
返
り
、
生
命
維
持
に
生
き
血
が
必
要
な
こ
と
は
皆
さ
ん

も
御
存
知
と
思
い
ま
す
。
若
返
る
と
は
、
何
と
も
羨
ま
し
い
と
思

う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
老
化
は
誰
し
も

悩
ま
し
い
人
生
の
課
題
で
、
始
皇
帝
の
時
代
か
ら
ド
ラ
キ
ュ
ラ
伯

爵
の
よ
う
に
若
返
る
術
は
な
い
か
？
と
奔
走
し
て
い
ま
す
が
、
未

だ
妙
術
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

最
近
の
研
究
に
よ
る
と
歳
を
取
る
に
従
っ
て
体
内
に
老
化

細
胞
が
増
え
て
、
増
え
た
老
化
細
胞
か
ら
更
に
若
い
細
胞
を

老
化
さ
せ
る
物
質
が
分
泌
さ
れ
て
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｐ
： 

senescence-associated secretory phenotype

）、
老

化
を
進
め
る
悪
循
環
に
陥
る
と
す
る
説
（N
at Rev M

ol 
Cell Biol. 2014 Jul;15(7):482-96

他
）
が
提
唱
さ
れ
ま

し
た
。
更
に
こ
の
老
化
細
胞
を
血
液
中
か
ら
取
り
除
き
、
若

い
細
胞
の
み
を
体
内
に
戻
す
と
実
験
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
す

が
、
若
返
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
進
的
な
こ
と

を
好
む
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
の
報
告
を
受
け
て
、
小
説
を
地

で
行
く
よ
う
に
若
者
の
血
液
で
若
返
る
と
謳
い
輸
血
商
売
を

始
め
る
者
が
現
れ
、Ｆ
Ｄ
Ａ（
日
本
の
厚
生
労
働
省
に
当
た

る
）
が
効
果
の
程
は
疑
わ
し
い
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
事
態
と
な

り
ま
し
た
。
た
だ
ド
ラ
キ
ュ
ラ
伯
爵
の
若
返
る
術
は
小
説
上

の
虚
構
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
研
究
成
果
は
、

ま
ん
ざ
ら
絵
空
事
で
な
い
こ
と
を
示
す
に
至
り
、
近
い
将
来
、

若
返
り
術
が
実
現
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

松永副院長の松永副院長の松永副院長の
けんこう

さろん

ドラキュラ伯爵は
紫外線に弱い

栄養士の栄養士の

季節のレシピ季節のレシピ

栄養士の栄養士の栄養士の

季節のレシピ季節のレシピ季節のレシピ

水
前
寺
と
う
や
病
院

　

栄
養
部　

松
永 

亜
祐
美

ズッキーニのステーキズッキーニのステーキズッキーニのステーキ

ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
太
め
の
胡
瓜
の

よ
う
な
見
た
目
の
野
菜
で
す
が
、

実
は
南
瓜
の
仲
間
で
す
。
し
か

し
、
南
瓜
と
違
っ
て
糖
質
は
少

な
く
カ
ロ
リ
ー
は
低
め
、
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
で

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排
泄
を
促
し
、
む
く
み
の
防
止
・

改
善
に
役
立
ち
ま
す
。

料
理
で
は
、
油
と
相
性
が
よ
い
こ
と
か
ら
炒
め

て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
加
熱
す

る
場
合
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
ま
す
が
、
塩
水
に

さ
ら
し
て
あ
く
抜
き
し
、
サ
ラ
ダ
な
ど
生
食
で

も
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主役にもなる♪
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作り方

さ
て
ド
ラ
キ
ュ
ラ
伯
爵
は
日
光
に
弱
く
、
昼
は
棺
の
中
に

潜
み
ま
す
。
従
っ
て
日
焼
け
す
る
筈
も
無
く
、
ド
ラ
キ
ュ
ラ

は
心
な
し
か
？
映
画
中
で
も
白
塗
り
で
美
白
を
強
調
(*^o^*) 

し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
美
白
は
老
化
↓
美
容･

コ
ス
メ
の

側
面
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
話
題
で
、
紫
外
線（
Ｕ
Ｖ
）が

シ
ミ
の
原
因
と
な
る
メ
ラ
ニ
ン
を
増
や
す
た
め
美
容
製
品
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
は
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。Ｕ
Ｖ
対
策
と
し
て
日
傘
な
ら
ま
だ
し
も
腕
カ
バ
ー
、
顔

全
体
を
覆
う
よ
う
な
帽
子
ま
で
被
っ
た
御
婦
人
も
見
受
け
ら

れ
、
暑
く
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
と
心
配
に
な
る
程
の
完
全
防

備
で
す
。Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
は
シ
ミ
↓
皮
膚
の
老
化
予
防
に
は
重
宝

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
嫌
わ
れ
者
Ｕ
Ｖ
も
ヒ
ト
が
生
命

の
恒
常
性
を
維
持
す
る
上
で
、
非
常
に
大
切
な
側
面
も
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
代
表
格
が
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ（VitD

）

で
す
。
体
内
のVitD

は
食
品
か
ら
の
摂

取
が
10
％
程
度
で
、
残
り
90
％
は
生
活

習
慣
病
で
毛
嫌
い
さ
れ
て
い
る
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
材
料
に
皮
膚
で
Ｕ
Ｖ
を
浴
び

る
こ
と
で
合
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
Ｕ
Ｖ
量
の
多
い

夏
場
で
減
少
し
、
逆
にVitD

は
夏
場
に

増
加
し
、
季
節
変
動
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
製

品
の
普
及
の
た
め
か
？
日
本
人
の
60
％

以
上
でVitD

不
足
〜
欠
乏
状
態【
血
中

25（
Ｏ
Ｈ
）Ｄ 

30 

ng
／
mL
以
下
】に
あ
る

と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
美
白
に
熱
心
な

女
性
で
こ
の
傾
向
は
顕
著
な
よ
う
で
す
。

御
存
知
の
よ
う
にVitD

は
骨
代
謝
に
関

係
し
て
お
り
、
不
足
は
骨
粗
鬆
症
を
悪

化
さ
せ
ま
す
。
女
性
は
閉
経
後
に
骨
粗
鬆
症
発
症
が
指
数
関

数
的
に
増
加
し
ま
す
。
若
い
時
分
か
ら
のVitD

不
足
は
将
来

の
骨
強
度
に
多
大
な
る
影
を
落
と
す
こ
と
を
理
解
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
たVitD

は
骨
に
留
ま
ら
ず
、
ア
レ
ル
ギ
ー

･

免
疫
系
や
転
倒
リ
ス
ク
へ
の
関
与
、
ひ
い
て
は
不
足
状
態
は

生
命
予
後
を
悪
化
さ
せ
る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
シ
ミ
対
策

を
取
る
か
？
健
康
を
優
先
す
る
か
？
考
え
た
方
が
良
さ
そ
う

な
デ
ー
タ
は
数
多
く
存
在
し
ま
す
が
、
ス
ポ
ン
サ
ー
に
対
す

る
忖
度
な
の
か
？
あ
ま
り
マ
ス
コ
ミ
で
は
紹
介
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
あ
る
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
す
。
ド
ラ
キ
ュ
ラ
伯
爵

は
日
光
を
浴
び
ま
せ
ん
か
ら
、
当
然VitD

欠
乏
状
態
に
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だVitD

が
欠
乏
す
る
と
顎
の
骨
も
脆

弱
化
し
、
自
慢
の
牙
も
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
で
す（
歳

を
取
っ
て
歯
が
抜
け
る
の
に
も
少
な
か
ら
ず
骨
粗
鬆
症
が
関

与
し
て
い
ま
す
）。

で
は
ど
こ
か
らVitD

を
得
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
僕
が
考

え
る
に
、
血
を
吸
う
こ
と
で
若

い
細
胞
を
得
て
若
返
り
、
一
方

で
血
液
中
のVitD

も
有
効
活
用

し
て
骨
を
強
化
し
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
僕
の
説

は
ど
う
で
す
か
、
納
得
頂
け
ま

す
か
？ 「
キ
ャ
ー
怖
い
、
血
を

吸
う
な
ん
て
、
襲
わ
れ
た
ら
ど

う
し
よ
う
」と
お
考
え
の
あ
な

た
、
大
丈
夫
で
す
。
ド
ラ
キ
ュ

ラ
伯
爵
も
馬
鹿
で
は
あ
り
ま
せ

ん
よ
。VitD

欠
乏
の
あ
な
た
の

血
液
に
は
興
味
が
な
い
よ
う
で

す
か
ら
安
心
し
て
下
さ
い 

(*^o^*) 

。

○
嫌
わ
れ
者
の
大
切
な
側
面

日
光
中
の
積
算
紫
外
線
量

血
液
中
の
25（
Ｏ
Ｈ
）D3
濃
度

10

5

0

40

30

20

10

0

■日光中の紫外線の最大量と25（OH）D3濃度の月間変動
（300～ 330mm）

材料（4人分）

合挽肉………………200ｇ

セロリ………………１本

にんにく……………１かけ

ズッキーニ…………2本

とろけるチーズ……2枚

とうもろこし………1/2本

オリーブオイル……大さじ1+大さじ1

薄力粉………………大さじ1+大さじ1

ケチャップ…………大さじ1（お好みで）

砂糖…………………小さじ１/2

みりん………………大さじ１

塩、コショウ、香辛料……少々

セロリは硬い節の部分と葉を除き粗みじん切り、にんにくはみじん切りに

する。

フライパンにオリーブオイル（大さじ1）を入れ、合挽肉、セロリ、にん

にくを炒め、薄力粉（大さじ1）を加えて少し炒め★の調味料で味をつける。

ズッキーニは縦半分に切り、種の部分をスプーンでこそぎ取る。安定がい

いように底になる部分を５㎜ほど切り取る。

フライパンにオリーブオイル（大さじ1）を入れて熱し、切り口に薄く薄

力粉（大さじ1）を振り、切り口を下にして焼く。蓋をして中火で2分ほ

ど焼く。

ひっくり返したズッキーニに 2 の具を入れて、とろけるチーズをのせ蓋

をして2分ほど焼く。　

茹でたとうもろこしを２㎝ほどの輪切りにし、更に半月に切って好みで表

面に焼き色をつける。

皿に焼き上がったズッキーニ、とうもろこしを盛り合わせ、食べる時に切

り分ける。

1

2

3

4

5

6

7

★

除いたセロリの節や葉はブーケガルニにしてスープやカレーなどの料理に利用しましょう。
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だより

シルバーピア

壁絵を作りました。古布や包装紙・リ

ボンなどを使い、巻いたりひねったり

するなかなか根気のいる作業です。

１つひとつを見ると、何とも言えない

バラかな？という感じだったのです

が、、、完成作品をみて、“ワーッ！”　

見事な出来栄えね～！と拍手と歓声が

あがりました。

利用者の皆さんとの手作業

シルバーピア水前寺シルバーピア水前寺

～デイケアデイケア （通所リハ )（通所リハ ) ～

まるで秘密の花園です

色紙を使って、自由に飾りや短冊を段ボール箱

いっぱいに作って頂きました。短冊に書いた願

い事が叶うといいですね。

七夕の季節に

おやつの乳酸菌飲料の空き容器をコツコツと集め数百個になり開催

しました。集中力と器用さ・バランス感覚を要する活動です。軽い

し、息を吹きかければガラガラと倒れてしまって大爆笑！再度挑戦

です。最後は全員でフーッと息を吹きかけ壊して終了しました。

吹けば飛ぶような～ 空き容器タワー積み上げ大会

フォトフレームにしました
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シルバーピアだより

シルバーピアグランド通りシルバーピアグランド通り

～特定施設～～特定施設～
６月17日から５日間、１階地域交流スペースにて入居

者さま手作りの作品をご紹介する作品展を行いました。

皆さん多種多様なご趣味を持っておられ、絵画や書（毛

筆）を得意とされる方や、編み物（手編み）、折り紙細

工で造花や壁飾りを作られたり、ミシンを使ってバッグ

や帽子、タペストリー等を生地から作成されたりと本当

に多彩です。

5月からは絵手紙教室が始まり、季節の野菜や草花を描

かれました。また、一年を通して手芸クラブの皆さまの

ブローチや手ぬぐい、バッグ等の作品も展示されました。

会場に来られた方は「これ全部手作り？」とクオリティー

の高さに感心され、出展者は「今後の活力になります」

と一年間の取り組みを振り返り新たな作品作りに対する

熱い思いと意気込みを感じました。来年の作品展も楽し

みにしています。ありがとうございました。

タッチセラピーという言葉を聞かれたことがありま

すか？その名の通り、触れる療法です。肌と肌の触

れ合いから脳に刺激が伝わり、心地よさや不安の緩

和に繋がるホルモン（オキシトシン）が分泌される

そうです。

施設でも不安や焦り、抗鬱、攻撃的言動、不眠といっ

た、いわゆる周辺症状と呼ばれるものが本人を苦し

め、又、介護を拒否される入所者さまがいらっしゃ

います。心穏やかに過ごしていただきたいと思い、

当施設ではタッチセラピーを始めました。

具体的には静かな環境でスタッフと利用者の方が

テーブルを挟んで向き合って座りハンドマッサージ

を行うものです。このマッサージによるコミュニ

ケーションから、先に挙げたような症状の緩和に繋

がります。タッチセラピーの実施後は、入所者さま

の笑顔も増えて、認知症の周辺症状の減少や安眠に

シルバーピア水前寺シルバーピア水前寺

～入所～入所～

タッチセラピー始めました！

作品展を開催しました！

少しずつ効果が見られているようです。また、入所者さ

まだけでなく職員も癒され、ストレスの軽減にも繋がっ

ているようです。

皆さんも幼い頃、「痛いの痛いの飛んで行けー」と痛い

部分を擦ってもらい、癒された経験はないでしょうか？

たまには家族の手や背中など擦ってみてはどうですか？

レクリエーション作品

猪口玲子様早瀬昭子様

北川重士様 永田愛子様 鯛瀬富恵様 木村幸枝様
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特定施設シルバーピアグランド通り内
  284-1025284-1025 TEL.096-

自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
明
朗
会
会
長
、
婦
人

会
班
長
と
し
て
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

明
朗
会
会
長
と
し
て
日
が
浅
く
二
年
目
で
、

会
員
の
方
た
ち
の
助
言
を
支
え
に
進
め
て
い

ま
す
。

現
在
会
員
数
44
名
。
毎
月
の
例
会
（
８
月
は
休
み
）
で
は
、
県
、
市

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
合
が
あ
れ
ば
研
修
報
告
、
校
区
の
老
人
ク
ラ
ブ

の
報
告
、
明
朗
会
と
し
て
の
活
動
は
、
誕
生
会
で
は
大
き
な
声
で
歌
い
、

マ
イ
ク
を
向
け
近
況
報
告
等
話
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
誕
生
者

へ
の
赤
飯
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
好
評
で
す
。
地
域
交
流
推
進
室
よ
り
時

季
に
合
っ
た
お
話
を
有
難
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

サ
ロ
ン
『
す
ず
か
け
』
は
、

２
０
１
０
年
に
地
域
に
お
住

い
の
ど
な
た
で
も
自
由
に
参

加
し
交
流
で
き
る
場
と
し
て

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

会
場
は
町
内
の
丁
度
真
ん
中
、

下
油
田
公
園
内
の
老
人
憩
の
家
で
す
。
小
さ
な
町
内
で

す
の
で
お
散
歩
が
て
ら
気
軽
に
参
加
で
き
る
恵
ま
れ
た

環
境
で
す
。
毎
回
10
〜
15
名
ほ
ど
の
方
が
ご
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。

発
足
当
初
は
２
カ
月
に
１
度
の
活
動
で
し
た
が
、
２
年

程
前
か
ら
は
「
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
」
を
軸
に
毎

月
１
回
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
８
月
の
日
帰
り
旅
行
、

12
月
の
忘
年
会
が
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
さ

え
り
あ
帯
山
、
水
前
寺
と
う
や
病
院(

地
域
交
流
推
進

室)

か
ら
は
、
健
康
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
地
域
の

情
報
、
ま
た
講
師
の
紹
介
な
ど
、
サ
ロ
ン
の
活
動
が
よ

り
豊
か
な
も
の
に
な
る
よ
う
い
つ
も
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

家
に
籠
り
が
ち
だ
っ
た

方
や
引
っ
越
し
さ
れ
て

き
て
知
り
合
い
が
な

か
っ
た
方
が
楽
し
そ
う

に
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て

く
だ
さ
る
の
を
見
て
、

人
と
つ
な
が
る
こ
と
の

大
切
さ
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

帯
山
西
３
町
内

託
麻
原
校
区
５
町
内

有
隣
会
で
は
、
会
員

の
情
報
交
換
、
知
識

の
向
上
と
健
康
の
増

進
等
を
目
的
に
、
奇

数
月
に
例
会
と
し
て

誕
生
会
、
出
前
講
座
を
中
心
に
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
五
月
に
令
和
元
年
度
総
会
を
開
催
し
、

年
間
活
動
を
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。
五

月
は
熊
本
市
の
歯
科
衛
生
士
の
講
座
、
七
月
は

プ
ロ
の
オ
ペ
ラ
歌
手
を
招
い
て
歌
の
会
、
九
月

は
敬
老
懇
親
会
で
美
味
し
い
食
事
を
い
た
だ
き

な
が
ら
余
興
で
楽
し
む
会
、
十
一
月
は
特
定
施

設
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
グ
ラ
ン
ド
通
り
介
護
福
祉
士

砂
取
校
区
５
町
内

に
よ
る
脳
ト
レ
体
操
、
一
月
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
新
年

会
、
三
月
は
自
治
会
と
合
同
で
お
花
見
会
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
も
地
域
交
流
推
進
室
を
通
し

て
会
議
室
の
使
用
と
先
生
方
に
依
頼
で
き
る
シ
ス
テ

ム
が
あ
る
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
松

永
敏
郎
先
生
の
土
曜
健
康
サ
ロ
ン
に
も
多
数
参
加

し
、
健
康
増
進
の
指
針
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
有
隣
会 

会
長　

松
本 

綾
子

老
人
ク
ラ
ブ
明
朗
会 

会
長　

松
本 

昭
子

ゴ
ル
フ
は
10
名
程
の
参
加
で
楽
し
く
プ
レ
イ
し
て

い
ま
す
。健
康
麻
雀
は
６
名
程
。踊
り
は
７
名
程
で
、

校
区
の
帯
西
ま
つ
り
、市
老
連
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
、
３
町
内
の
敬
老
の
日
の
出
演
を
し
て
い

ま
す
。
皆
様
が
現
状

維
持
の
ま
ま
、
身
体

的
フ
レ
イ
ル
、
お
口

の
フ
レ
イ
ル
予
防
に

心
掛
け
、
又
、
い
ろ

ん
な
会
合
へ
積
極
的

に
参
加
さ
れ
、
お

し
ゃ
べ
り
さ
れ
る
事

が
、
今
は
一
番
大
事

か
と
思
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
『
す
ず
か
け
』
代
表　

下
條 

久
美
子

活動のご紹介

五
月
の
総
会
に

て
、
有
隣
会
の
皆

さ
ま
よ
り
手
作
り

の
雑
巾
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

自治会合同お花見会の様子例会の様子

100 歳体操の様子
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外来
延べ患者数

延べ利用者数

延べ利用者数

計画件数

延べ訪問人数

延べ訪問人数

延べ患者数

入所

通所

居宅

訪問
看護

訪問
介護

水前寺

とうや

病院

シルバー

ピア

水前寺

在宅

ステー

ション

水前寺

（一日平均

（一日平均

（一日平均

（一日平均

（一日平均

（一日平均

入院

一般病棟平均在院日数

在宅
復帰率

地域包括ケア病床

回復期リハ病棟

5,326

80.7

12,162

132.2

93.2

80.4

12

6,038

65.6

3,116

39.0

531

1,016

15.4

2,311

25.1

人

人）

人

人）

％

％

日

人

人）

人

人）

件

人

人）

人

人）

清和会データ
（2019 年 3 月～ 5 月）

在宅復帰率は、2018 年 12 月～ 2019 年 5 月を

算定基礎としています

TEL.096-384-5580

2019年 10月発行予定です。

次号のたいざんぼくは

〈発行日〉2019 年 7月 20 日
〈発行〉医療法人清和会（水前寺）広報部会　
　　　TEL.096-384-2288　E-mail:seiwakai@tohya.or.jp　

介
護
保
険
制
度
は
２
０
０
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

前
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
20
年
で
大

幅
に
か
わ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
目
の
あ
た
り
に
し
ま
し
た
。
在
宅
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
水
前
寺
も
在
宅
介
護
を
支
え
る
柱
の
一
つ
と
し
て
、
介

護
保
険
制
度
前
か
ら
地
域
に
根
差
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
現
在

ま
で
20
年
以
上
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。
在
宅
生
活
に
関
わ
る
私
達
は

本
人
や
家
族
が
在
宅
生
活
で
過
ご
し
た
い
と
い
う
自
己
実
現
に
向
け

た
支
援
を
一
生
懸
命
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て
思
う
こ
と
は
時
間
的
、
空
間
的
な
制
約
の
中
で

ど
の
よ
う
な
工
夫
で
そ
れ
を
乗
り
越
え
生
活
を
支
え
て
つ
く
っ
て
い

く
か
そ
れ
を
ご
利
用
者
と
と
も
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
訪
問
介
護

の
魅
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
常
勤
３
人
と
登
録
ヘ
ル
パ
ー
14
名
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

私
達
は
、
当
事
業
所
で
働
く
誇
り
と
自
覚
を
も
っ
て
ご
利
用
者
さ
ま

と
と
も
に
喜
び
、
悲
し
み
、
苦
し
さ
を
分
か
ち
合
え
る
そ
ん
な
訪
問

介
護
事
業
所
で
あ
り
た
い
、
と
願
い
ま
す
。

訪
問
介
護
事
業
所　

所
長　

大
内 

麻
由
美

令
和
元
年
６
月
30
日
（
日
）
砂
取

校
区
町
内
対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
法
人

か
ら
も
砂
取
５
町
内
の
選
手
と
し

て
病
院
か
ら
２
名
、
老
健
か
ら
２

名
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
は
準
優
勝
だ
っ
た
の
で
選
手

の
方
々
か
ら
は
「
今
年
こ
そ
優
勝
」

と
熱
い
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し

た
。
結
果
、
見
事
執
念
の
優
勝
を

勝
ち
取
り
、
令
和
初
の
記
念
優
勝

と
な
り
ま
し
た
。

町
内
の
方
々
、
地
域
の
方
々
と
親

し
み
な
が
ら
も
勝
負
の
楽
し
さ
を

感
じ
た
１
日
で
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

砂
取
校
区
町
内
対
抗

訪 問 介 護 事 業 所
特定施設シルバーピアグランド通り内

在宅ステーション水前寺

令和元年５月１日よりシルバーピアさくら樹より異動に

なりました大内です。 生まれは長崎県ですが、 熊本

に嫁ぎ 22 年が経ちます。 熊本では訪問介護一筋で

がんばっています。 （自分でもびっくりです）

一緒に頑張って下さるヘルパーさん募集中です

第 24 回 医療法人清和会第 24 回 医療法人清和会

当院医師による講話、ゲストショー

他にも、健康チェック、体力測定や脳トレ、地域や外部団体の方々、職員による出店やバザー

など、盛りだくさん！詳細は決まり次第またご案内いたします。ご来場お待ちしております。

健康健康
フェスタ

今
年
も
開
催
！

今
年
も
開
催
！

今
年
も
開
催
！

場
所
場
所

2019.2019.10.1910.19（土）（土）

1010時～ 14～ 14時

水前寺とうや病院水前寺とうや病院

シルバーピア水前寺シルバーピア水前寺

日
時
日
時

ご意見・ご要望・ご感想などございましたら、

どんなことでもお気軽にお寄せください。

告知告知



熊本市中央区水前寺５丁目２－２２〒862-0950
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水前寺とうや病院

…

東
バ
イ
パ
ス

東
バ
イ
パ
ス

至 

熊
本
I.C.

シルバーピアグランド通り

し
ゃ
ぶ
葉

バス停

熊本銀行
水前寺支店

松屋本館

水前寺公園 県庁

熊本
工業
高校

北水前寺

水前寺本町

グラウンド通りグラウンド通り

競輪場通り競輪場通り

ユースピア
熊本

サ二—

国府電停

水
前
寺
駅

シルバーピア水前寺

北水前寺五差路

熊本市営
競輪場

水前寺
競技場

水前寺
野球場

ローソン

ローソン

競輪場通り

グラウンド通り

東
バ
イ
パ
ス

お問い合わせ・外来予約は

徒歩　０分

徒歩　３分

徒歩　３分

徒歩 10 分

徒歩 12 分

国府電停

水前寺駅

水前寺本町（水前寺とうや病院前）
最寄の
バス停

市電

ＪＲ

北水前寺 　（熊本県青年会館前）

北水前寺　 （北水前寺五差路付近）

老人保健施設

シルバーピア水前寺

特定施設 シルバーピアグランド通り
〒862-0951熊本市中央区上水前寺1丁目6-5

096-386-0020

在宅
ステーション
水前寺

居宅介護支援事業所 096-384-3119

096-384-2771 096-284-1025

096-384-5580

訪問介護事業所

訪問看護事業所

水前寺とうや病院

内科・呼吸器内科・循環器内科・消化器内科・脳神経内科・リハビリテーション科診療科目

受付時間

診療時間

096-384-2288

シルバーピア
グランド通り
施設内

096-384-3399

1. 患者さまの権利と意思を尊重したチーム医療を提供
します

2. 保健・医療・福祉が一体となった地域に信頼される
病院を目指します

3. 技術知識の習得と質の高い保健・医療・福祉サービ
スを提供します

4. 健全なる経営活動と安定した経営基盤を構築します

ＩＤＥＮＴＩＴＹ（個人）の尊重

　　　　～Ｆor Ｙou あなたのために ～

理念

基本方針

１.良質な医療を受ける権利

２.選択の自由の権利・セカンドオピニオンを求める権利

３.自己決定の権利

４.代行者による権利

５.情報に対する権利

６.機密保持を得る権利

７.健康教育を受ける権利

８.尊厳を得る権利

９.宗教的支援に対する権利

患者さまの権利

（サービス付き高齢者向け住宅）

水前寺とうや病院
併設

地域交流推進室

休診日

土曜午後・日曜・祝日

午前 午後8：30～ 11：30 13：00～ 17：30

午前 午後9：00～ 12：00 13：30～ 18：00

休診日

土曜午後・日曜・祝日

平 成 と う や 病 院

内科・呼吸器内科・循環器内科・消化器内科・脳神経内科・リハビリテーション科

熊本市南区出仲間８丁目２－１５〒862-0963

診療科目

受付時間

診療時間

午前

096-379-0108お問い合わせ・外来予約は

8：30～ 11：30

午前 9：00～ 12：00

午後 13：00～ 17：00

午後 13：30～ 17：30

水前寺とうや病院・シルバーピア水前寺は

敷地内禁煙です。

●診察券に記載されている予約日をご確認の上、ご来院ください。

●企業様の健診も行っております。●産業医お引き受けいたします。

■〈禁煙外来〉金曜の午後（予約制）

■〈睡眠時無呼吸症候群外来〉金曜の午後（予約制）

点
線
で
切
り
取
っ
て
折
り
た
た
む
と
診
察
券
サ
イ
ズ
で
す

※水曜午前 有住医師10時～

【水前寺とうや病院 外来担当医師表】 2019 年 7 月 20 日現在

呼吸器内科・内科

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科・内科

脳神経内科・内科内科

循環器内科・内科呼吸器内科・内科

呼吸器内科・内科

呼吸器内科循環器内科・内科

脳神経内科・内科 循環器内科・内科

内科

呼吸器内科・内科

呼吸器内科・内科

内科

内科

循環器内科

循環器内科・内科

内科

呼吸器内科・内科

脳神経内科・内科整形外科

消化器内科・内科

消化器内科・内科

整形外科

午
前

内視鏡
・エコー

東野 孝治

中西 美智子

松永 敏郎

月

寺本 仁郎依光 里香

外村 洋一

中西 美智子

中西 美智子

今村 重洋 松永 敏郎

松ヶ迫 貴 松ヶ迫 貴

濱本 淳二

福田 安嗣

外村 洋一

有住 裕一

依光 里香

依光 里香

熊本大学 依光 里香 依光 里香

立石 秀彦

長谷川 智子

森　修

松ヶ迫 貴

松ヶ迫 貴

火 水 木 金

午
後

予
約
制

立石 秀彦

土

担
当
医

整形外科

森　修

整形外科

有住 裕一

頭痛外来

長谷川 智子

1・3・5週

2・4週
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